
美唄市に若者を呼び込み、地域の活性化
滞在・交流人口の増大化を図る

第1回和歌山県データ利活用コンペティション

おにぎり温めますか チーム（札幌大学）



立地環境
①大都市、札幌からＪＲ(特急）でわずか
35分、高速道路経由で約1時間。
②新千歳空港からＪＲで1時間17分

美唄市：人口23.035人
(平成27年国勢調査)
面積277.6km²
札幌市からの距離：63km

私達の美唄のイメージ
①札幌大学への通学圏（かつては岩見沢、美唄
は下宿組、一人暮らし組）
・・・深川から通う学生もめずらしくなくなった。
②美唄やきとり〔福よし・三船・たつみの御三家〕
③アルテビアッツァ美唄（安田侃彫刻美術館）
④あとは豪雪地帯（美唄雪んこまつり）

美唄市
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紀美野町：人口９,１５８人

(紀美野町ＨＰより)

面積128，34km²

和歌山市からの距離：約２０km

紀美野町

①野上町・美里町が合併し、発足
②観光は天文台や紀美野町
のかみふれあい公園でのイベント
③最近ではジェラートやパンが話題



人口推移
（1980~2040）

北海道美唄市 和歌山県紀美野町



人口ピラミッド
（1980~2015）

北海道美唄市 和歌山県紀美野町



転入転出数
内訳
北海道美唄市→ 837人479人

転入数 転出数

転入数
転出数

約２倍の転出

149人 224人約1.5倍の転出

↓和歌山県紀美野町



Viva! Music Festival 2019の開催概要（計画進行中）
…岩見沢市のJoy alive.石狩市のライジングサンに匹敵する野外音楽フェスティバルを開催する。
すでに札幌大学の総合芸術（音楽・映像・アート・演劇）系サークルが企画に参画。
美唄市との連携により企画進行中。

◆開催目的と理由
①現在、学生が主体的・継続的に企画運営・出演する野外音楽フェスティバルが北海道にない。
②学生だけでなく、若者が自ら主体的に企画し、体験する機会は限られている。
③学生や若者が自ら創る作品を多くのリスナーに発信する場を提供する。
④学生や若者が自ら企画・運営することで聖地化し、新たな発見を得る創造の場を創出する。

◆美唄市役所との連携強化
札幌の学生を中心とした学生団体が企画運営。
毎月会合を重ね、開催に向けて2018年8月より活動を展開。中山ゼミもサポート。

◆目標開催予定日
2019年9月14日(土)／9月15日(日）
◆場所
第一候補地：北海道美唄市東明公園
第二候補地：北海道美唄市茶志内町特設ステージ(仮名称）



美唄市に人口を呼び込むことによる将来ビジョン
現状

将来

・若者を初めとした人口の流出・減少
・魅力・希望を持てない産業構造
・地元循環の経済に限界
・JR利用者客が活かされていない

今回の政策
・地元若者の流出・減少に歯止め
をかけ、地元定着化

・観光客の増加による経済効果
・駅前の復活

駅前再開発による魅力強化

2つの作戦の相乗効果を狙う事により根底から市の力を上げていく

テナント、会場内でのアンテナショッ
プや地元産品を使った食事の提供

美唄市の1次産
業の強みを活か
し、地場産品をＰ
Ｒ・売り込み

イベントの定着
大規模化

野外フェスティバルの開催
による、知名度、関心度の
増加（2019年）
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第8回合同研究発表会
第6回インターカレッジ

フォーラム

2017年度

主催：ＳＣＡＮ札幌運営局
共催：北海道経済産業局、(株）北海道銀行、

(株）道銀地域総合研究所、札幌大学経済・経
営学会
後援：大学法人札幌大学



紀美野町の滞在人口月別推移
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この３つ目にでかい山
をつくる



紀美野町でやるとしたら何処がいいのか？

紀美野町のかみふれあい公園

・広さが一万平方メートルとなっており柔らかな感触の芝生の上でピク
ニックやバーベキュー等が楽しめたり、イベント開催用の屋外ステージな
どがある。
・１０月に開催するならば気温はどうなるか？
気温は１０月では平均２０度最低１６度といった比較的暖かいため行うこ
とができる。
・キャンプ場があるため既存のライジングサンなどの音楽フェスティバル
がある時にテント宿泊等が可能になる。


